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お申し込みはこちら

合同会社タツノ経営デザイン　代表社員
講師・ファシリテータ：

辰野　博一

15:00-17:15
こんな方におすすめ

プログラム

2026 
11/18(水)

○ 新製品・新サービス開発を本格的に検討している 

○ 開発アイデア・テーマの検討に行き詰まっている

212-0013
川崎市幸区堀川町66－20
renkeisuishin1@kawasaki-net.ne.jp

15:00-17:15

2027
2/18(木)

（第1回）
15：00　オープニング
15：10　参加企業紹介／
　　　　 新製品・新サービス開発に関する課題共有
16：00　開発事例・事業化プロセスの紹介
　　　　（「強み×顧客の不・負」から生まれた成功例）
16：20　参加企業との意見交換
16：50　自社資源×生成AIによるアイデア仮説創出アプローチ
17：15　閉会・事後課題の説明 

（第2回）
15：00　オープニング
15：10　アイデア仮説の発表／
　　　　 講師・参加者による多面的なフィードバック
16：45    今後の社内推進・市場検証に向けた要点整理と進め方
17：15　閉会
　　　　
　　　＊第1回と第2回の間の期間に個別支援を実施します

企業としての生き残りや成長を目指す中で、新製品・新サービスの創出に取り組む中小企業は少なくありません。
経営資源の限られた中小企業では、自社の強みを適切に生かすことが欠かせません。一方、市場環境が大きく変化
する現代においては、その変化から生まれる新たな可能性を捉えた企画が必要です。
本プログラムでは、2回のワークショップを通じて、技術・ノウハウ・設備などの自社資源と強みを再定義し、最新
の生成AIも活用しながら市場動向や顧客課題と結びつけながら、新製品・新サービス開発に直結する実践的な企画
を立案します。

（第2回）

主催：公益財団法人川崎市産業振興財団

新製品・新サービス開発ワークショップ

（第1回）

 ― 市場課題
×
自社の強みで“アイデア”を形にする
―
（導入編・全2回＋個別支援）

○ 既存事業（下請け等）が伸び悩んでおり、自社オリジナル
　 商品・サービスを作りたい

○ 開発をどのように進めればよいか、プロの個別フィード
      バックを受けながら進めたい

川崎市幸区大宮町1310番
ミューザ川崎セントラルタワー5階
川崎市幸区大宮町1310番川崎市幸区大宮町1310番
ミューザ川崎セントラルタワー5階ミューザ川崎セントラルタワー5階

対象 市内中小企業

（　　　　　　）（　　　　　　）（　　　　　　）

詳細：https://www.kawasaki-net.ne.jp/event/ se20260928/

https://ws.formzu.net/dist/S416471454/
https://www.bing.com/ck/a?!&&p=1fb56ff975dbb9d17d63f6e300a36fbe051192bca6cee8e7012eea8c4b34692bJmltdHM9MTc4ODMwNzIwMA&ptn=3&ver=2&hsh=4&fclid=2637dc9e-71d6-6f73-29d3-cade708e6ed0&psq=KNIC&u=a1aHR0cHM6Ly93d3cuay1uaWMuanAv&ntb=1
https://www.bing.com/ck/a?!&&p=1fb56ff975dbb9d17d63f6e300a36fbe051192bca6cee8e7012eea8c4b34692bJmltdHM9MTc4ODMwNzIwMA&ptn=3&ver=2&hsh=4&fclid=2637dc9e-71d6-6f73-29d3-cade708e6ed0&psq=KNIC&u=a1aHR0cHM6Ly93d3cuay1uaWMuanAv&ntb=1
https://www.kawasaki-net.ne.jp/event/%20se20260928/


講師プロフィール

ワークショップの進め方

□第1回

参加企業が、新製品・新サービス開発を進める上で感じている課題を、差し支えない範囲で共有します。

開発事例の紹介や生成AIを活用した市場課題の探索法、参加企業同士の意見交換を通じて、自社の強みを

「顧客の負を解消する価値」へつなげる着眼点を掴みます。

□事後課題

生成AIを活用して、市場課題と自社の経営資源や強みを掛け合わせた新製品･新サービスのアイデア仮説を

多数作成していただきます。

インターバル期間中（1月中）に講師とのオンライン面談やメールによる相談を行い、アイデアを1〜2案に

絞り込んで企画を具体化します。

□第2回

事後課題および個別面談･相談を経て磨き上げた企画案をプレゼンします。さらに、「作る前に売る（ニー

ズを確かめる）」ための検証ステップを具体化し、社内推進に向けた次のアクションを明確にします。

経歴

京都大学院修了後、松下電工で音波振動歯ブラシ「ドルツ」をはじめとする美容・ヘルスケア家電の商品企画

を担当し、市場分析と技術連携を通じて新商品開発の実践力を培う。中小企業診断士として独立後は、製造業

の技術経営と新事業開発を専門領域とし、事業構想から市場投入まで一貫した支援を展開。

NEDO、川崎市、東京都など公的支援機関で事業化支援を担当し、企業の顧客課題探索、ソリューション仮説

構築、PMF(市場適合)達成までの成長プロセスを伴走。強みを活かした事業構想、商品企画を得意とし、高付

加価値製品・サービスの創出を支援。スタートアップアドバイザーとして体系化された事業開発メソッドを実

践し、成果創出にコミットしてきた。

辰野 博一 合同会社タツノ経営デザイン 代表社員

辰野中小企業診断士事務所 代表

ビジネスデザイナー／スタートアップアドバイザー

会場のご案内
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